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佐
藤
健
一
さ
ん
（
秋
葉
１
）
＝
写
真
＝
は
、
長
年
、
地
域
班
長
を
務
め
る
な
ど
の
ベ
テ
ラ

ン
会
員
。
暑
さ
寒
さ
に
も
負
け
ず
、
早
朝
か
ら
元
気
に
駐
輪
場
で
就
業
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
か
ら
「
明
る
い
あ
い
さ
つ
に
、
気
持
ち
の
い
い
一
日
が
始
ま
り
ま
す
」
と
感
謝
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。 

（
写
真
・
文
＝
若
佐　

茂
）

健
康
に
勝
る
宝
な
し

理　

事　斎
藤　

早
智
子

　

早
い
も
の
で
シ
ル
バ
ー
に
在
籍
し
て

15
年
、
昭
和
・
平
成
・
新
元
号
に
変
わ

る
年
と
な
り
、
こ
の
今
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

新
潟
の
「
三
大
美
人
」
を
ご
存
じ
で

す
か
。
米
・
雪
・
美
人
の
産
地
で
あ
る

こ
と
を
…
。
「
米
」
は
昔
、
鳥
ま
た
ぎ

4

4

4

4

米4

と
言
わ
れ
、
今
や
日
本
一
旨
い
コ
シ

ヒ
カ
リ
や
新
之
助
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
雪
」
と
の

闘
い
の
中
で
忍
耐
力
や
優
し

さ
が
培
わ
れ
て
い
る
。
「
美

人
」
は
顔
形
や
姿
だ
け
で
な

く
、
辛
抱
強
い
・
働
き
者
・

世
話
好
き
・
真
面
目
と
、
真

に
シ
ル
バ
ー
会
員
に
類
似
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
や
人
生
百
年
時
代
を
迎

え
、
日
本
成
人
病
予
防
協
会
で
は
、
テ

ク
テ
ク
・
カ
ミ
カ
ミ
・
ニ
コ
ニ
コ
・
ド

キ
ド
キ
と
い
う
四
つ
の
生
活
習
慣
を
提

案
し
て
お
り
ま
す
。
老
い
は
足
か
ら
で

す
。
良
く
噛
む
と
脳
が
活
性
化
し
て
認

知
症
予
防
に
な
る
。
笑
う
こ
と
で
免
疫

力
が
ア
ッ
プ
し
て
ス
ト
レ
ス
が
発
散
さ

れ
る
。
ド
キ
ド
キ
し
て
期
待
感
や
感
動

は
脳
に
刺
激
を
与
え
る
。
健
康
に
勝
る

宝
な
し
！
働
く
こ
と
を
通
じ
て
セ
ン
タ

ー
に
求
め
ら
れ
て
い
る
活
動
に
貢
献
で

き
る
こ
と
を
幸
い
に
思
い
ま
す
。
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ひと言

あ
い
さ
つ
で
気
持
ち
の
い
い
一
日
を
！
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３
月
に
行
わ
れ
た
理
事
会

で
、
31
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
事
業
計
画
概
要
と
基
本

方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

事
業
計
画
概
要

　

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
績

は
、
会
員
数
、
契
約
金
額
と

も
前
年
度
実
績
を
下
回
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
度
末
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
が
続
き
、
セ
ン
タ

ー
全
体
で
積
極
的
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
規
入
会
者
の
確
保
は
も
と

よ
り
、
退
会
抑
制
と
傷
害
・

賠
償
事
故
の
発
生
抑
制
、
事

務
所
施
設
等
の
有
償
化
へ
の
対
応
な
ど
、

新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
女
性
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
「
女
性
向
け
入
会

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
６
月
14
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
市
民
プ
ラ
ザ
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
）
で
、
平
成
31
年
度
定
時
総

会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

予
定
さ

れ
る
議
題

は
31
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
・
役
員
の
選
任

等
で
す
。

　

「
１
会
員
１
就
業
開
拓
運
動
」
「
１

会
員
１
人
入
会
促
進
運
動
」
を
継
続
的

に
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

さ
ま
に
は
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
総
会
出
席
者
は
こ
こ

数
年
間
は
減
少
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
多
数

の
出
席
を

お
願
い
し

ま
す
。
５
月
下
旬
に
議
案
と
出
欠
に
関

す
る
書
類
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
説
明

を
よ
く
読
ん
で
必
要
事
項
を
記
入
の
上

セ
ン
タ
ー
へ
必
ず
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

31年度事業計画の概要・基本方針

会

員

拡

大

と

就

業

開

拓

新
た
な
中
期
計
画
の
策
定

31
年
度
定
時
総
会
案
内

定
時
総
会
講
演
者
決
ま
る

　

講
演
は
新
潟

弁
で
語
る
漫
談

師
の
「
中
野
小

路
た
か
ま
ろ
」

さ
ん
に
決
定
し

ま
し
た
。
「
笑

っ
て
学
ぼ
う
交
通
安
全
・
振
込
詐
欺
防

止
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
す
。

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

・
東
蒲
原
郡
阿
賀
町
生
ま
れ

　

・
元
新
潟
県
警
察
官

　

・
新
潟
県
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

基　

本　

方　

針

１　

 

安
定
的
な
事
業
運
営
を
目
指
し
た

財
政
基
盤
の
強
化
と
新
た
な
中
期

計
画
の
策
定

２　

 

多
様
な
就
業
機
会
の
開
拓
・
拡
大

と
会
員
の
確
保

３　

安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

４　

 

会
員
意
識
の
高
揚
と
普
及
啓
発
の

推
進

５　

研
修
・
講
習
の
充
実

　

な
お
、
基
本
方
針
の
具
体
的
な
事
業

実
施
計
画
は
、
平
成
31
年
度
定
時
総
会

報
告
し
ま
す
。

（
31
年
度
収
支
予
算
は
次
項
に
掲
載
）

女
性
役
員
合
同
会
議
開
催

　

３
月
18
日
、
新
潟
テ
ル
サ
に
て
60
人

が
参
加
し
て
女
性
役
員
合
同
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
若
林
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
、

続
い
て
青
木
女
性
委
員
長
か
ら
「
女
性

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
新
規
事
業

の
制
服
リ
ユ
ー
ス
や
入
園
グ
ッ
ズ
製
作

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
話
が
あ
り
、

会
議
の
趣
旨
は
、
「
女
性
会
員
の
就
業

機
会
の
確
保
と
入
会
促
進
に
よ
り
会
員

増
に
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
役
員
同
士
の
つ
な
が

り
は
、
地
区
役
員
と
職
群
班
長
の
接
点

が
な
く
、
お
互
い
の
情
報
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
顔
の
見
え
る
関
係
を

築
く
こ
と
が
、
女
性
会
員
の
増
強
に
向

け
た
第
一
歩
と
し
て
、
必
要
だ
と
考
え

ま
し
た
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
野
上
信
子
さ
ま
か
ら
【
や
さ

し
く
、
た
く
ま
し
く
、
愛
は
惜
し
み
な

く
】
の
講
演
が
あ
り
、
「
相
手
に
寄
り

添
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
が
大
切
」
だ
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
職
群
班
長
な
ど
各
役
員
７

人
か
ら
活
動
報
告
が
あ
り
、
区
ご
と
に

分
か
れ
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
の
開
催
」
「
入
園
グ
ッ
ズ
製
作
」

「
制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業
」
の
本
格
的
な

事
業
展
開
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
安
全
委
員
会
及
び
除
草
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
解
決
の
た
め
小
委
員
会
を
設

置
し
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昭
和
54
年
、
新
潟
市
高
齢
者
事
業
団

と
し
て
発
足
以
来
、
本
年
度
で
設
立
40

周
年
を
迎
え
ま
す
。
感
謝
を
伝
え
、
一

層
の
飛
躍
を
誓
い
、
社
会
的
信
用
の
向

上
に
つ
な
が
る
機
会
と
し
て
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
各
委
員
会
、
地

区
組
織
及
び
職
群
組
織
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
「
自
主
・
自
立
、
協
働
・
共

助
」
の
基
本
理
念
を
中
心
に
捉
え
て
、

次
の
平
成
31
年
度
の
基
本
方
針
及
び
事

業
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
運
営
に

当
た
っ
て
い
き
ま
す
。

女性役員合同会議
＝新潟テルサ
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小
事
が
大
事安

全
委
員　
　
　
　
　

　

小
林　

秀
樹

　

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
、
ヒ
ヤ

リ
と
し
た
り
、
ハ
ッ
と
す
る
こ
と
が
ま

ま
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
何
と
も
な
く

て
も
、
積
み
重
な
る
と
大
事
に
な
る
と

の
調
査
研
究
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
、
労
働

災
害
の
発
生
確
率
を
調
査
し

て
経
験
則
を
導
き
出
し
ま
し

た
。
１
件
の
重
傷
事
故
の
背

景
に
は
、
29
件
の
軽
傷
の
事

故
と
３
０
０
件
の
傷
害
に
至

ら
な
い
事
故
が
あ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
そ
の
背
景
に
は

数
千
・
数
万
の
危
険
な
行
為

が
潜
ん
で
い
た
と
い
う
も
の

で
、
「
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法

則
」
ま
た
は
「
１
対
29
対
300

の
法
則
」
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
事

故
の
背
景
に
は
必
ず
数
多
く
の
前
兆
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
、
事
故
に
至
ら
な
い
ヒ
ヤ
リ

と
し
た
こ
と
、
ハ
ッ
と
し
た
こ
と
を
警

鐘
と
捉
え
て
、
意
識
や
行
動
を
正
し
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
事
に
な
り
ま
す
。

　

安
全
は
小
事
が
大
事
!!

　

平
成
31
年
度
安
全
標
語
の
入
選
作
品

が
次
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

新
潟
市
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
最
優
秀

賞
の
作
品
と
な
り
ま
す
。

最
優
秀
賞

思
い
込
み

慣
れ
に
頼
ら
ず

安
全
確
認
！

秋
葉
区　

若
佐　

茂　

様

佳
作

指
差
呼
称

こ
の
習
慣
が

身
を
守
る

秋
葉
区　

長
谷
川　

正　

様

佳
作

安
全
就
業

明
る
く
楽
し
く

元
気
よ
く

南
区　

荏
原　

マ
キ
子　

様

　

今
年
度
の
応
募
者
数
は
46
人
、
応
募

点
数
は
１
４
４
点
で
し
た
。

　

萬
代
１
月
号
で
翌
年
度
の
安
全
標
語

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

　

安
全
講
習
は
年
一
回

　
　
　
　

必
ず
受
講
し
ま
し
ょ
う

連載 安全ですか？

安
全
標
語
入
選
作
品
紹
介

職
群
リ
ー
ダ
ー

安
全
委
員
会　

合
同
会
議
開
催

平成31年度 収支予算
経常収益 （単位：千円）

科 目 予算額 前年度予算額 増 減

受取会費 4,800 4,760 40

受託事業収益 1,413,897 1,398,245 15,652

労働者派遣事
業受託収益

12,971 15,790 △ 2,819

職業紹介事
業受託収益

887 500 387

人材育成事
業受託収益

114 223 △ 109

介護保険事
業収益

15,664 9,500 6,164

高齢者スキルアップ・
就職促進事業収益

302 1,115 △ 813

受取補助金等 85,972 86,476 △ 504

受取寄付金 1 1 0

雑収益 51 51 0

経常収益計 1,534,659 1,516,661 17,998

経常費用 （単位：千円）

科 目 予算額 前年度予算額 増 減

事業費 1,527,555 1,505,049 17,656

管理費 11,954 11,612 342

経常費用計 1,539,509 1,516,661 17,998

評価損益等調整前
当期経常増減額

△ 4,850 0 △ 4,850

当期経常増
減額合計

0 0 0

　

３
月
27
日
、
新
潟
テ
ル
サ
に
て
、
全

地
区
の
職
群
班
の
除
草
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
・
班
長
と
安
全
委
員
に
よ
る
合
同

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
荏
原
安
全
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
「
安
全
心
得
・
就
業
心
得

10
ヵ
条
」
の
唱
和
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
機
械
除
草
の
事
故
が
多
発
し

て
い
る
た
め
、
安
全
委
員
会
の
小
委
員

会
で
、
調
査
・
研
究
を
行
い
、
事
故
撲

滅
を
目
指
す
旨
の
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ

保
険
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
株
式
会
社
リ
ス
ク

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
小

林
修
様
よ
り
「
事
故

事
例
の
共
有
と
危
険
予
知
」
の
講
演
が

あ
り
、
「
安
全
委
員
は
災
害
防
止
の
要

で
あ
り
、
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
勇
気
と
、

家
族
と
同
様
に
愛
情
を
も
っ
て
接
し
、

ケ
ガ
を
さ
せ
な
い
。
さ
ら
に
根
気
よ
く

指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
話

さ
れ
、
「
リ
ー
ダ
ー
は
危
険
を
察
知
す

る
目
を
養
い
、
根
気
よ
く
注
意
し
続
け
、

就
業
会
員
で
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
を

行
い
、
会
員
を
無
事
に
家
に
帰
す
こ
と

が
最
大
の
役
割
で
あ
る
」
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

傷害事故

年度 件数

29年度 13件

30年度 6件

比較 減

賠償事故

年度 件数

29年度 17件

30年度 14件

比較 減

30年度は3/1現在
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南
区
庄

瀬
地
区
は

信
濃
川
沿

い
に
広
が

る
地
域
で

す
。
稲
作

と
ぶ
ど
う

な
ど
果
樹

や
野
菜
を
つ
く
る
農
家
が
多
い
と
こ
ろ

で
す
。
今
回
紹
介
の
智
野
久
美
子
さ
ん

は
そ
ん
な
庄
瀬
に
お
住
ま
い
、
女
性
世

話
人
も
さ
れ
た
「
は
つ
ら
つ
」
女
性
で

す
。

　

就
業
の
合
間
に
野
菜
つ

く
り
と
趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
。

野
菜
つ
く
り
は
自
宅
の
畑

で
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
季

節
に
合
わ
せ
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
土
を
耕
し
、
種

を
ま
き
、
肥
料
や
水
や
り
、

手
の
か
か
る
小
さ
な
こ
と

の
繰
り
返
し
で
す
。
自
然

と
向
き
合
い
、
汗
を
か
き

な
が
ら
生
育
を
見
守
る
の

は
楽
し
く
、
収
穫
の
喜
び

は
格
別
で
す
。
自
宅
で
採

れ
た
て
野
菜
は
新
鮮
そ
の

も
の
。
食
べ
き
れ
な
い
も

の
は
知
り
合
い
に
あ
げ
た

り
し
て
い
る
」
そ
う
で
す
。

野
菜
を
も
ら
っ
た
人
の
話

し
で
は
、
智
野
さ
ん
の
ト

マ
ト
の
味
は
絶
品
と
聞
き

ま
し
た
。
雪
が
消
え
、
き

っ
と
、
春
が
待
ち
遠
し
い

こ
の
頃
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
収
穫
時
期
に
は

私
も
畑
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。

　

趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
は
毎
月
２
回
、

日
に
ち
を
決
め
て
近
く
の
公
民
館

で
６
〜
７
人
の
有
志
が
集
ま
っ
て

始
ま
り
ま
す
。
「
歌
を
歌
っ
て
ス

ト
レ
ス
発
散
、
歌
の
合
い
間
の
お

し
ゃ
べ
り
も
楽
し
い
時
間
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
好
き
な
歌
を

披
露
し
ま
す
。
私
の
自
慢
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
は
川
中
み
ゆ
き
の
＝
越

前
岬
＝
や
森
昌
子
の
＝
越
冬
つ
ば

め
＝
な
ど
な
ど
。
歌
の
世
界
に
酔

い
し
れ
、
時
間
の
た
つ
の
を
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
い
つ
も
、
元
気

で
い
ら
れ
る
の
は
畑
仕
事
と
歌
を

歌
う
こ
と
か
な
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
た
し
か
に
イ
キ
イ
キ
と

し
て
眼
も
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
の
就
業
と
野
菜
つ
く
り

と
カ
ラ
オ
ケ
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
楽
し
い
時
間

を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
小
林　

諒
）

　

寒
さ
厳
し
い
１
月
中
旬
、
白
尾
勇
三

さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
白
尾
さ
ん
は
定

年
退
職
後
の
平
成
16
年
シ
ル
バ
ー
に
入

会
、
以
後
10
数
年
に
わ
た
り
筆
耕
の
分

野
で
就
業
し
、
80
歳
を
超
え
た
今
も
現

役
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
書
道
と
の
つ

な
が
り
は
書
道
塾
に
て
基
本
を
マ
ス
タ

ー
し
、
勤
務
先
で
は
総
務
部
の
活
動
が

長
く
、
書
道
の
素
養
の
あ
る
白
尾
さ
ん

が
顧
客
に
出
す
年
賀
状
や
役
員
交
代
時

の
案
内
状
、
そ
の
他
多
数
の
文
書
を
一

手
に
引
き
受
け
て
い
た
よ
う
で
す
。
先

天
的
な
能
力
と
と
も
に
環
境
に
も
恵
ま

れ
、
実
践
に
て
腕
を
磨
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
「
シ
ル
バ
ー
で
は
ど
の
よ
う

な
も
の
を
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
「
年

賀
状
・
封
筒
等
の
宛
名
書
き
、
各
種
の

案
内
状
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
書
道

は
生
活
の

中
の
一
部

と
し
て
、

大
切
に
し

ク
ロ
バ
ス
を
運
転
し
、
知
り
合
い
と
旅

行
や
温
泉
を
楽
し
む
こ
と
も
あ
る
と
の

こ
と
で
「
結
構
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
健
康
の
秘
訣
を
聞
い
た
と
こ

ろ
「
贅ぜ
い

沢た
く

を
排
し
、
普
段
通
り
の
生
活

を
す
る
こ
と
。
お
よ
び
、
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
、
毎
日
を
穏
や
か
な

気
持
ち
で
生
活
を
す
る
こ
と
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

流さ

す

が石
と
の
思
い
を
抱
き
、
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。 

（
牛
木　

正
史
）

て
い
ま
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

年
配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
温
和
で
優

し
さ
に
溢
れ
る
人
柄
か
ら
、
周
囲
の
人

望
厚
く
、
24
年
か
ら

み
ど
り
会
委
員
、
26

年
か
ら
地
域
班
長
と

活
動
を
広
げ
て
お
り

そ
の
元
気
さ
に
は
頭

が
下
が
り
ま
す
。

　

日
常
で
は
、
食
堂

の
昼
食
、
夕
食
の
間

に
喫
茶
室
で
の
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
、
日
帰

り
温
泉
を
毎
日
楽
し

み
、
さ
ま
ざ
ま
の
お

付
き
合
い
、
所
有
不

動
産
の
管
理
の
ほ
か

に
月
３
回
以
上
は
、

現
役
時
代
の
仲
間
と

宴
会
に
て
懇
談
す
る

と
の
こ
と
。
ま
た
、

た
ま
に
所
有
の
マ
イ

カラオケで若返り

南３　庄瀬　智野　久美子さん

穏やかな気持ちで生活

北５　白新町　白尾　勇三さん

　

仲
間
の
支
え
に
感
謝

西
12　

五
十
嵐
２　

古
俣　

正
治

　

入
会
し
て
10
年
。
多

く
の
人
と
接
触
す
る
こ

と
が
で
き
、
考
え
方
や

接
し
方
、
態
度
な
ど
多

く
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
が

あ
る
の
も
仲
間
の
お
か
げ
で
す
。
〝
な

が
ら
へ
ば　

ま
た
こ
の
ご
ろ
や　

し
の

ば
れ
む　

憂
し
と
み
し
世
ぞ　

今
は
恋

し
き
〞
を
胸
に
頑
張
り
ま
す
。

　

健
康
に
感
謝

西
蒲
４　

巻
甲　

平
山　

峻

　

入
会
し
て
４
年
目
で

現
在
は
夜
間
管
理
業
務

お
よ
び
給
食
の
配
膳
業

務
に
就
い
て
い
ま
す
。

私
の
よ
う
な
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
も
健

康
で
あ
れ
ば
仕
事
が
で
き
る
の
は
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
体
に

気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

一
生
社
会
に
貢
献

北
５　

白
新
町　

市
島　

正
志

　

シ
ル
バ
ー
人
材
に
入

会
し
て
１
年
。
会
員
の

皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
に

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

北
区
で
エ
レ
キ
バ
ン
ド
と
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
仕
事
で
社
会

へ
の
貢
献
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
会
員

の
皆
さ
ま
に
も
、
趣
味
の
音
楽
で
貢
献

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
葉
21　

中
村　

笠
原　

良
子

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
結
果
待
つ
日
の
た
だ
な
が
し

大
寒
に
入
り
雪
降
り
や
ま
ず

秋
葉
８　

大
関　

土
田　

チ
イ

上
の
壇
揃
っ
て
座
り
幾い
く

年と
せ

に
錦
の
衣
色

焦あ
せ

し
雛ひ
な秋

葉
19　

朝
日　

飯
沢　

敬
一
郎

山
並
み
を
赤
く
染
め
ゆ
く
初
日
の
出

秋
葉
10　

山
谷
町　

昆　

清

梅
匂
ふ
小
径み
ち

を
行
け
ば
山
開
く

西
蒲
11　

赤
鏥　

長
野　

清
司

気
は
若
い
け
れ
ど
薬
に
囲
ま
れ
て

地
蔵
様
前
掛
け
だ
け
で
冬
を
越
す

文
芸
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

○
応
募
方
法

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
各
区
の
事

務
所
ま
た
は
本
部
へ

　人々と楽しく
西９　上新栄町　沢田　紀子

　昨年10月に入会しました。今は病院で患者さんが
使用した食器を洗浄前にやる選別作業をやっていま
す。
　先輩方のやる仕事の速さには驚いています。私も
早く皆さんに追いつくように頑張ります。

　明るいあいさつ
秋葉28　みそら野　浅野　幸男

 　昨年４月に入会し、介護施設の受付管理業務に就
業。「電話応対は正確にハキハキ」「来園者には明
るいあいさつ」を心掛けています。時に緊急の場合
もありますが、職員の方々とのコミュニケーション
を図りながら楽しく就業しています。

　マイク片手に
西蒲11　赤鏥　長野　清司

　現在は、地域班長とひばり会（西蒲区みどり会の
カラオケクラブ）の会長に就いています。仲間と一
緒に老人施設への慰問活動にいそしんでおり、要望
があれば、自分の体と相談しながら、ボランティア
活動を続けて行こうと考えています。

　安全作業
東13　白銀１　村尾　進

 　入会苦節９年。草刈り、班長５年。私事３年前３
回の入退院と後期高齢者。お客様には高齢と病持ち
の方もおり、自分の事の様に心掛けて貰いますが、
それを糧に励まし合ってます。お客さまのためにも
安全作業。

さ
わ
や
か
詰
碁

新 入 会 員 か ら

出
題 

み
ど
り
会
囲
碁
ク
ラ
ブ　

伊
藤　

久
佳

　
　

黒
番　

五
分
で
三
段

「ヒント」

白をダメヅマリに導く
好手順があります
五分で三段です

毎

日

元

気

を

念

頭

に
！

趣

味

で

は

つ

ら

つ

み
ん
な
の
声

班長からのひと言

い
き
い
き
文
芸

短

歌

川

柳

俳

句
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調

理

実

習
（
江
南
区
）

　

１
月
23
日
、
亀
田
市
民
会
館

に
て
、
新
潟
市
食
育
マ
ス
タ
ー

の
窪
田
講
師
を
招
き
、
家
事
援

助
グ
ル
ー
プ
の
15
人
が
参
加
し

て
、
調
理
実
習
を
開
催
し
ま
し

た
。
レ
シ
ピ
を
見
て
、
講
師
の

指
導
を
受

け
る
人
、

皆
さ
ん
真

剣
で
す
。

早
春
野
菜

の
彩
り
ご

飯
な
ど
５

品
が
で
き

ま
し
た
。

入
園
グ
ッ
ズ
製
作
講
習
会
（
東
区
）

　

１
月
17
日
、
東
事
務
所
に
お

い
て
、
入
園
グ
ッ
ズ
の
製
作
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
青
木

女
性
委
員
長
が
立
ち
合
い
、
東

区
と
北
区
の
会
員
８
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
新
潟
日
報
と
朝
日

新
聞
が
取

材
に
入
る

中
、
新
園

児
た
ち
の

喜
ぶ
顔
を

思
い
浮
か

べ
な
が
ら

取
り
組
み

ま
し
た
。

凧

作

り

講

習
（
南
区
）

　

し
ろ
ね
大
凧
合
戦
は
６
月
に
始
ま
り

ま
す
が
、
１
月
21
日
か
ら
未
経
験
の
会

員
に
ベ
テ
ラ
ン
会
員
の
加
藤
さ
ん
か
ら

凧
の
土
台
と
な
る
凧
紙
の
切
り
方
や
貼

り
方
な
ど
を
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
２
人

組
み
に
な
っ

て
何
枚
も
作

り
ま
す
。

　

シ
ー
ズ
ン

中
に
は
絵
が

描
か
れ
た
凧

が
大
空
を
乱

舞
し
て
、
季

節
を
飾
り
ま

す
。

表
具
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
（
秋
葉
区
・
南
区
）

　

２
月
19
日
、
秋
葉
事
務
所
で
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
を
目
指
し
た
講
習
会
を
南
区

と
合
同
で
開
催
、
６
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
「
綺
麗
な
仕
上
げ
は
基
本
か
ら
、

道
具
の
扱
い
も
丁
寧
に
」
と
講
師
の
説

明
の
後
、
練

習
台
を
使
っ

て
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

仕
上
が
っ

た
出
来
栄
え

に
、
参
加
者

か
ら
満
面
の

笑
み
が
こ
ぼ

れ
ま
し
た
。

布

草

履

講

習

会
（
西
蒲
区
）

　

２
月
23
日
、
西
蒲
区
和
納
の
新
潟
市

岩
室
民
族
資
料
館
に
て
、
女
性
委
員
会

主
催
の
布
草
履
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
人
数
は
20
人
、
民
族
資
料
館

の
講
師
の
人
か
ら
教
え
を
受
け
、
布
を

細
く
切
り
ア

イ
ロ
ン
を
掛

け
て
、
布
草

履
を
編
ん
で

い
ま
し
た
。

　

室
内
用
の

カ
ラ
フ
ル
な

草
履
が
出
来

上
が
り
ま
し

た
。表

具
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
（
西
区
）

　

２
月
28
日
、
西
事
務
所
で
表
具
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
張
り
前
の
下
準
備
で
出
来
上
が
り

の
良
し
悪
し
が
決
ま
り
ま
す
。
指
導
す

る
駒
沢
リ
ー
ダ
ー
の
言
葉
に
参
加
者
８

人
は
下
地
板

の
養
生
、
塗

布
す
る
糊
の

仕
上
と
付
け

方
、
下
地
張

り
な
ど
技
術

の
向
上
と
習

得
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

各区いきいき活動

筆

耕

講

習

会
（
北
区
）

　

１
月
15
日
、
筆
耕
講
習
会
を
、
北
事

務
所
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

６
人
で
２
月
か
ら
の
小
学
校
・
幼
稚
園

か
ら
の
依
頼
に
応
え
る
た
め
、
賞
状
書

き
を
実
際
の
賞
状
用
紙
を
使
っ
て
実
践

に
近
い
形
で

勉
強
し
ま
し

た
。
字
の
美

し
さ
・
大
き

さ
・
配
置
な

ど
リ
ー
ダ
ー

の
指
導
の
も

と
、
真
剣
に

取
り
組
み
ま

し
た
。

訪
問
介
護
員
研
修
会
（
中
央
区
）

　

２
月
21
日
、
本
部
の
会
議
室
に
て
、

介
護
保
険
事
業
の
訪
問
介
護
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
18
人
は
必

修
研
修
の
介
護
保
険
基
礎
講
座
、
訪
問

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ヘ
ル
パ
ー
が
で
き
る
こ

と
・
で
き
な

い

こ

と

を

真
剣
に
学
ん

で
い
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ト
ー

ク
後
は
和
気

あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気

で
閉
会
し
ま

し
た
。

　

平
成
最
後
と
な
る
今
年
、
１
月
か
ら
２
月
に

か
け
て
各
地
区
で
す
っ
か
り
恒
例
と
な
っ
た
地

区
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
本
部
か
ら
の
出
席
の
も
と
、
代
表

挨
拶
の
後
で
「
安
全
心
得
10
ヵ
条
」
「
就
業
心

得
10
ヵ
条
」
の
唱
和
に
続
き
、
各
業
務
委
員
か

ら
委
員
会
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
か
ら
の
質
疑
に
対
し
て
、

事
務
局
か
ら
返
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
開
催
日
と
会
場
お
よ
び
参
加
人
数

は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

▼
１
月
24
日
＝
北
区
（
割
烹　

大
倉
屋
）
▼

同
28
日
＝
東
区
（
割
烹　

内
田
）
▼
２
月
６
日

＝
秋
葉
区
（
新
津
健
康
セ
ン
タ
ー
）
▼
同
８
日

＝
南
区
（
浅
乃
橙
）
▼
同
12
日
＝
江
南
区
（
本

徳
）
▼
同
19
日
＝
中
央
区
（
プ
ラ
ス
サ
ー
ド
）

▼
同
20
日
＝
西
蒲
区
（
ニ
ュ
ー
松
葉
屋
）
▼
同

22
日
＝
西
区
（
一
富
会
館
）

盛大に懇談会を開催

【江南区】２月 12 日
本徳　40 人

【西蒲区】２月 20 日
ニュー松葉屋　36 人

【中央区】２月 19 日
プラスサード　102 人

【西区】２月 22 日
一富会館　53 人

【東区】１月 28 日
割烹内田　63 人

【南区】２月８日
浅乃橙　41 人

【北区】１月 24 日
割烹大倉屋　63 人

【秋葉区】２月６日
新津健康センター　110 人

〔本　部〕　▼ センターでは、除草、庭木剪定、
障子・襖の張り替え作業を希望
される方を募集しています。

事務所だより

安全講習会

開催区 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

北
13：30～

1日 7日 3日 1日 1日

東
13：30～

1日 13 日 3日 1日 5日

中央
10：00～

10 日 8日 12日 10 日 14 日

江南
13：30～

３日 7日 5日 3日 7日

秋葉
13：30～

１日 7日 3日 1日 1日

南
13：30～

17 日 15 日 19 日 17 日 21 日

西
10：00～

17 日 15 日 19 日 17 日 21 日

西蒲
9：30～ 17 日 15 日 19 日 17 日 21 日

安全講習会未受講者の事故が多発しています。
まだ受講されていない方はすぐに受講してく
ださい。

入会説明会

＊中央は本部３Ｆ
＊江南は亀田市民会館
＊西蒲は巻ふれあい福祉センター
＊ 北・東・秋葉・南・西は各事務所で開催

開催区 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

北
13：30～

17 日 15 日 19 日 17 日 21 日

東
13：30～

17 日 15 日 19 日 17 日 21 日

中央
13：30～

10・24日 8・22日 12・26日 10・24日 14・28日

江南
13：30～

10 日 8日 12日 10 日 21 日

秋葉
9：00～

10・24日 8・22日 12・26日 10・24日 14・28日

南
13：30～

10 日 8日 12日 10 日 14 日

西
13：30～

17 日 15 日 19 日 17 日 21 日

西蒲
9：30～ 10 日 8日 12日 10 日 14 日
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▽
昇
任
（
４
月
１
日
付
）

　

企
画
・
総
務
課　

主
査　

高
野
秀
都

（
前
企
画
・
総
務
課　

主
事
）

▽
採
用
（
４
月
８
日
付
）

　

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
室

嘱
託
職
員　
　

上
杉　

和
世

▽
退
職
（
３
月
31
日
付
）

　

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
室

嘱
託
職
員　

長
谷
川　

朝
子

（
旧
姓　

藤
間
）

嘱
託
職
員　

五
十
嵐　

美
希

さ
わ
や
か
詰
碁
解
答

１
図
（
正
解
）

　

白
は
完
璧
な
形
の
よ
う
で
す
が
、
ダ

メ
ヅ
マ
リ
の
弱
点
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

黒
１
の
ハ
ネ
か
ら
３
の
急
所
が
好
手

順
の
攻
め
で
す
。

２
図
（
正
解
・
続
）

　

白
４
の
一
手
に
、
黒
５
の
切
り
が
ア

タ
リ
に
な
る
の
が
白
の
泣
き
所
で
、
黒

７
ま
で
白

　

平
成
も
残
す
と
こ
ろ
１
ヵ
月
と
な
り

ま
し
た
。
５
月
１
日
か
ら
新
元
号
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
こ
こ
ろ
新
た
に

目
標
に
向
か
っ
て
精
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ン
タ
ー
は
節
目
の
40
周
年
、
さ
ら

４月１日からセンター休業日の緊急時連絡体制について

　当センターの休業日（土曜日・日曜日・祝日・年末年始及び長期連休）においての「緊急

時の連絡体制」は下記のとおりとなります。

■「緊急時」とは

① 就業先と自宅との往復途上や就業中の会員が不慮の事故や急病等により緊急車両で病院に

搬送された場合。

② 就業中の会員が不測の事故を起こし、お客さまや一般市民に傷害・損害を与えた場合で、

【瞬時】にセンターと連絡を取る必要があるとき。

③就業先のお客さまが生死に係わる状況で緊急対応（救急車・警察）を行った場合

センター休業日の緊急時連絡先

電話番号　０２５－２５６－８８３７

■「緊急時の連絡体制」についての注意事項

①緊急時以外でこの「連絡体制」を使用することは「厳禁」とします。

②【瞬時】とは、センターの対応が休み明けでも対応できる場合は除外とします。

配
分
金
支
払
日
の
変
更

　

新
天
皇
の
即
位
に
伴
い
４
月
27
日
か

ら
５
月
６
日
ま
で
10
連
休
と
な
り
、
お

客
さ
ま
の
ご
入
金
が
遅
れ
、
配
分
金
を

お
支
払
い
す
る
た
め
の
資
金
不
足
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
限
り
、
４
月
分
の
配

分
金
支
払
日
が
５
月
21
日
（
火
）
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
連
合
会
の
派
遣
労
働

賃
金
は
５
月
15
日
（
水
）
と
な
り
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

設
立
40
周
年
記
念
事
業
記
念
式
典

　

40
年
を
振
り
返
り
、
支
え
て
い
た
だ

い
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、

今
後
の
発
展
を
誓
う
機
会
と
し
て
、
８

月
30
日
（
金
）
に
記
念
式
典
・
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
ご
案
内
を

郵
送
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
職
員
異
動
の
お
知
ら
せ

▽
異
動
（
４
月
１
日
付
）

　

事
務
局
次
長　

　

業
務
第
２
課　

課
長　

佐
藤　

利
博

（
前
業
務
第
１
課　

課
長
）

　

業
務
第
１
課　

課
長　

遠
藤　
　

勝

（
前
業
務
第
２
課　

課
長
）

　

業
務
第
１
課　

課
長
補
佐　

塚
原
仁

（
前
企
画
・
総
務
課　

課
長
補
佐
）

▽
昇
任
・
異
動
（
４
月
１
日
付
）

　

企
画
・
総
務
課　

主
任　

手
塚
綾
介

（
前
業
務
第
１
課　

主
査
）

１図

２図

1 2
3

6 4 7
5

な
る
飛
躍
を
し
ま
し
ょ
う
。
（
五
十
嵐
）


